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マキシマムバリアプリコーション
（キャップ・マスク、滅菌ガウン、

滅菌手袋）
施設の規則等に基づいた

個人防護具

滅菌済み単回使用ゼリー

超音波検査

滅菌（不可能な場合は高水準消毒）

滅菌装置※※

（EOGガス滅菌、過酸化水素ガス滅菌など）

滅菌済みプローブカバー

超音波ガイド下の
中心静脈カテーテル留置・

末梢挿入型中心静脈カテーテル
（PICC）留置など

超音波ガイド下の
卵胞穿刺・羊水穿刺・
腹水穿刺など

クリティカル用途
無菌状態の組織や血流に
プローブが接触する

経腹超音波検査
など

経腟超音波検査
など

無し 手袋（検査毎に新しいもの）

単回使用ゼリー
（滅菌済み製品を推奨）

低または中水準消毒 高水準消毒

第4級アンモニウム塩、
次亜塩素酸ナトリウムなどの
低・中水準消毒薬含浸ワイプ

または浸漬※

高水準消毒薬
（グルタラール、
フタラール）浸漬※

自動高水準
消毒装置※※

（過酸化水素）

プローブカバー
（滅菌済み製品を推奨）

ノンクリティカル用途
健康で傷の無い皮膚に
プローブが接触する

セミクリティカル用途
粘膜や健常で無い皮膚に
プローブが接触する

• 消毒または滅菌後のプローブを清潔で乾燥した環境で保管または運搬する
• 手指衛生を行う

• 個人防護具を汚染度の高いものから順に外す
• 手袋を着用し、使用後のプローブからゼリーや体液・血液などの目に見える汚れを取り除く
• プローブのケーブル部分を消毒薬含浸クロスで清拭する

• 手指衛生を行う

個人防護具（PPE）

ゼリー

プローブカバー

非滅菌ゼリー
（単回使用ゼリーを推奨）

無し

• 下記の水準に従ってプローブを消毒または滅菌する

検査前の手順 

検査後の手順

※）	 消毒薬は、十分な効果を得るために添付文書やメーカー
取扱説明書に記載されている適切な濃度、温度、接触時
間、対象物の清浄度が必要です。また、消毒薬によって
は、特定のプローブの消毒に適用できない場合があり
ますので、各プローブに使用する前に製造元の取扱説
明書等を参照してください。

※※）自動高水準消毒装置または滅菌装置は、特定のプロー
ブの消毒・滅菌に適用できない場合がありますので、各
プローブに使用する前に製造元の取扱説明書等を参照
してください。

超音波プローブの適切な使用と洗浄・消毒・滅菌について（フローチャート）


